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特集：新年度予算
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一般会計13％増の171億円余り

　

平
成
十
一
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
－
二
百

二
回
定
例
市
議
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
天
谷
市
長
は
、
新
年
度
に
あ
た
リ
施
政
の

方
針
を
述
べ
、
当
面
す
る
諸
施
策
に
積
極
的
に
臨
む
考
え

を
表
明
し
ま
し
た
。
当
初
予
算
の
総
額
は
二
百
六
十
億
千

九
百
八
十
六
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
一
〇
・
六
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

I
般
会
計

歳
入

　

市
税
で
は
、
恒
久

的
な
減
税
に
よ
り
、

市
民
税
は
個
人
・
法
人
と
も
に
減

収
と
な
り
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、

土
地
の
負
担
調
整
や
家
屋
の
新
築

な
ど
で
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
市
税
総
額
は
、
対
前
年
度
比

〇
・
一
％
増
の
三
十
八
億
七
f
一
一

百
九
十
七
万
円
を
計
L
し
て
い
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

四
ト
億
円
、
特
別
交
付
税
に
七
億

三
千
万
円
を
見
込
み
、
総
額
四
ト

L
億
三
f
万
円
で
前
年
度
比
。
・

九
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

巾
債
は
、
建
設
事
業
の
財
源
と

し
て
一
一
十
億
＼
－
－
’
”
＼
Z
ヒ
ト
万
円
を

見
込
ん
だ
ほ
か
、
減
税
補
て
ん
債

四
T
万
円
を
計
h
し
た
結
果
、
総

額
ニ
ト
億
斤
r
4
二
白
L
ト
万
円
で

前
年
度
比
八
九
・
六
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
六
億
円

の
取
り
崩
し
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
な

配
分
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
経

常
経
費
は
、
原
則
と
し
て
十
年
度

当
初
予
算
の
五
％
減
と
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
部
門
は
、
重
要
施

策
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
を
除

き
、
通
常
の
建
設
事
業
で
は
十
年

度
当
初
予
算
の
一
〇
％
減
と
し
、

重
要
度
・
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し

重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
を
り
持
し
つ
つ
、
財

源
の
許
す
範
囲
で
教
育
福
祉
の
充

実
や
地
域
経
済
回
復
へ
の
寄
与
を

目
指
し
ま
す
。

　

伸
び
率
が
高
い
の
は
、
昨
年
八

月
の
豪
雨
に
よ
る
公
仕
ハ
上
木
や
農

業
用
施
設
の
災
害
復
旧
費
、
健
康

保
養
施
設
の
建
設
が
本
格
化
し
た

衛
生
費
な
ど
で
す
。

　

規
模
が
縮
小
し
た
も
の
は
、
単
ま

独
事
業
の
精
査
に
よ
る
土
木
費
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
休
養
施
設

整
備
事
業
の
減
に
よ
る
総
務
費
な

ど
で
す
。



「力強4・やさl，4しでE

新年度予算のポイこノト

〇当初予算に重点を置いた年間総合予算

〇重要施策推進のための事業に重点

〇予算執行を通して地域経済の回復に努力

〇振興実施計画との整合性

〇経費削減のため、事務●事業を見直し

パソコン授業で教育の充実

E
i
i
＾

L
i
E
i
i

国
民
健
康

保
険
事
業

　

こ
れ
ま
で
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
被
保
険

者
の
数
が
横
ば
い
状
態
に
な
る
こ

と
や
、
ト
年
度
医
療
費
な
ど
の
実

績
見
込
み
を
考
慮
し
、
保
険
給
付

費
の
増
額
な
ど
で
予
算
総
額
は
、

前
年
度
比
九
・
二
％
増
の
こ
ト
五

億
こ
千
八
百
五
十
一
万
円
で
す
。

老
人
保
健

　

老
齢
人
目
の
増
加

や
老
人
医
療
費
の
動

向
を
考
慮
し
、
予
算
総
額
は
四
十

六
億
五
f
一
二
百
一
万
円
と
、
前
年

度
比
一
・
一
二
％
の
増
に
な
り
ま
し

た
。
医
療
費
の
市
負
担
分
で
あ
る

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
対

前
年
度
比
三
・
一
％
増
の
一
一
億
五

千
三
百
五
ト
八
万
円
で
す
。

簡
易
水
道

事
業

　

市
営
簡
易
水
道
の

維
持
管
理
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。
本
年
度
は
水
道

管
の
敷
設
が
な
く
、
総
額
は
四
1
ま

八
百
六
ト
こ
万
円
で
、
前
年
度
比

ゴ
ー
一
・
一
。
％
減
で
す
。

農
業
集
落

排
水
事
業

　

農
村
型
下
水
道
の

建
設
と
維
持
管
理
の

た
め
の
会
計
で
す
。
ト
年
度
と
比

べ
黒
谷
地
区
の
事
業
分
か
減
と
な

っ
た
た
め
、
総
額
は
四
億
四
f
四

百
ｔ
五
万
円
、
前
年
度
比
三
L
・

五
％
減
で
す
。

下
水
道

事
業

　

事
業
の
本
格
化
に

よ
り
、
予
算
総
額
は

十
億
一
万
円
で
、
前
年
度
比
一
一

五
●
七
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し

た
。
水
道
事
業

　

唯
一
の
企
業
会
計

の
予
算
総
額
は
、
一

億
八
千
九
百
五
十
七
万
円
で
、
前

年
度
比
三
・
八
％
の
減
で
す
。

区分 平成11年度 平成10年度 対前年比

一般会計 171億5，600万円 151億8，000万円 13．0％

特
別
会
計

国民健康保険 25億2．851万円 23億1，484万円 9．2％

老人保健 46億5．301万円 45億9，191万円 1．3％

簡易水道 4．862万円 7，064万円 ▲31．2％

農業集落排水 4億4，415万円 7億1，117万円 ▲37．5％

下水道 10億1万円 4億6．369万円 115．7％

企業会計（水道） 1億8，957万円 1億9，708万円 ▲3．8％

合計 260億1，986万円 235億2，933万円 10．6％

一般会計の内訳

歳入M
沼‰

回

5，600万5



特集：新年度予算

　　

I＝－¶・＝＝．■21世紀を担う人づくり

○外国人による専任の「国際理解教

　

育推進員」を配置します…………

　

……………………………511万円

○開成中学校のスクールバスを更新

　

します…………………1，620万円

○陽明中学校の大規模改造の実施設

　

計などを行います………900万円

○上庄中学校ヘパソコンを配備し、

　

市内全中学校でコンピューター授

　

業を充実させます………271：万‘円

○平成14年からの新教育課程実施に

　

向け、これからの学校教育の在り

　

方を研究します……………90万円

○教師の資質向上と児童生徒の学力

　

向上を図るため、教科特別研修会

　

を実施します………………50万円

○小学生国内派遣事業や中学生サミ

　

ットなどを継続して実施します…

　

……………………………391万円

○市民の主体的な地域づくり活動を

　

支援します………………100）｝‘｜．Jj

O大野明倫館事業に、新たに農業農

　

村と都市との交流に的を絞った

　

［ツーリズム学科］を設置し、り

　

ーダーを育成します……3807jF11

0男女共同参画社会の実現を目指し

　

てプランづくりを推進します……

　

………………………………737j‘I’J

O子供たちの地域に根ざしたボラン

　

ティア・学習活動を支援します…

　

……………………………1347j‘［l‾j

O全国地域リーダー養成塾への派遣

　

など職員研修を充実させます……

　

……………………………215万円昨年度の子供サミット（中学生議会）

若者が住みたくなるまちづくり

○市街地の空き地などを利用した市

　

営住宅建設の基本設計を行います

　

……………………………150万円

○北部第三土地区画整理事業区域内

　

に整備するモデル住宅団地（フォ

　

レストタウン）の調査と構想を策

　

定します…………………400万円

○体験農業交流施設の建設に補助を

　

します…………………1，024万円

○有機たい肥の利用などに助成金を

　

交付します………………491万円

○たい肥製造施設などを整備します

　

…………………………5億239万円

○大野塚原の農道整備などを行いま

　

す……………………2億8、106万円

○林業地域総合整備事業で、上野線、

　

金山桃木線の林道整備などを行い

　

ます……………………7，873万円

○国の制度改正に合わせ、巾独自で

　

45～54歳の中年者を雇川した事業

　

者に奨励金を交付します…………

　

……………………………990万円

○地元企業に就職した人への奨励金

　

制度を継続します……3．322万｀F1。j

O横町商店街の街路灯整備に補助を

　

します……………………4297i［1－j

O商工業振興資金・地域経済安定対

　

策特別資金の信用保証料の助成を

　

します……………………68875‘＼’］

O当市で10月に、11（）PI｛計画全国

　

シンポジウム大会を開催します…

　

……………………………2OO7jP3昨年度の就職奨励金の交付

だれもが安心して住めるまちづくり
○老人・障害者ホームヘルパー事業

　

を社会福祉協議会に委託し、きめ

　

細やかなサービスなど市民ニーズ

　

に対応します…………4，787万円

○障害者の自立と社会参加を推進す

　

るため、リフト付きバス・乗用車

　

の購入と各種支援事業を充実しま

　

す………………………1，464万円

○聖和園と一乗ハイツに加え、新た

　

に大野和光園に在宅介護支援セン

　

ターを設立します……1，246万円

○高齢者のために、外出用の歩行器

　

と電動三輪車の購入に助成金を交

　

付します…………………160万円

○介護保険の導入に向け、事業計画

　

の策定や説明会の開催、電算シス

　

テム改造などを行います…………

　

…………………………2，289万円

○当市で10月に、全国健康福祉祭

　

（ねんりんピック）ふくい大会の

　

卓球競技を行います…1．600万円

○健康保養施設の建設と備品の整備

　

などを行います…15億2，202万円

○高齢者が生きがいをもって社会活

　

動かできるよう支援を行います…

　

……………………………261万円

01泊2日の人間ドックや脳・骨ド

　

ックの新設など保健健康づくり事

　

業を充実させます……2，835万円

○障害者プランを策定します………

　

………………………………58万円

○当市で9月に、福井県総合防災訓

　

練を実施します…………296万円

健康保養施設の外観模型



環境保全と美しい景観づくり
○旧市街地の地域資源の保存と活用

　

策について、市民や関係団体など

　

と協議を行います…………62万円

○亀山周辺の整備について、今後の

　

構想を策定します………106万円

○環境基本計画を策定・発行し概要

　

版を全戸に配布します…803万円

○空き瓶の回収日数を、1ヵ月15日

　

回収に増やします………883万円

○ごみ焼却施設の改修・補修を推進

　

し、ダイオキシン対策などを行い

　

ます……………………6．440万円

○ブナの森の保全管理・自然環境調

　

査の継続と、PR絵はがきを作製

　

します……………………436万円

○亀山の環境改善に向けて、関係団

　

体などによる委員会で方向性を協

　

議します……………………36万円

○昨夏に発生した豪雨による、公共

　

土木施設や農業用施設の災害復旧

　

を行います…………2億9．745万円

○緑地の保全と緑化推進の指針とな

　

る「緑の基本計画」を策定します

　

……………………………200万円

○組合施行の北部第三土地区画整理

　

事業を推進します…4億2，653万円

○都市景観条例の概要パンフレット

　

の配布や条例に基づく建築物の誘

　

導などを行います………436万円

○戌山城址への歴史探索ルートを整

　

備します……………………54万円

○本願清水イトヨ生息地を継続して

　

整備します…………1億3，153万円

○公共下水道事業の下水処理センタ

　

ーの建設や，主要な下水管の埋設

　

を進めます…………9億3，919万円

○農業集落排水の上庄西部・富田中

　

部での整備と，上庄南部の全体基

　

本設計を行います…………………

　

………………………2億9，565万円

○し尿処理施設の建設を進めます…

　

…………………………9億984万円

○市の「ls014001」認証取得に

　

向け，体制整備や研修などを行い

　

ます…………………………91万円

本
願
清
水
イ
ト
ヨ
生
息
地
の

整
備
計
画
図

人、物、情報の交流ネットワークづくり
○旧織物工業協同組合の洋館・平蔵

　

を観光拠点施設として整備し，平

　

成大野屋本店として活用します…

　

………………………1億6，104万円

○平成大野屋を市が一部出資する第

　

3セクター方式に移行させ，事業

　

を充実・拡大させます……………

　

…………………………2，634万円

○秋にオープンを予定している郊外

　

型ショッピングセンター内に観光

　

案内所を設置します……350万円

○六呂師高原の水供給施設の整備や

　

イベントを充実させます…………

　

…………………………4，584万円

OJR特別列車によるサイクリング

　

号を運行し運賃の補助をします…

　

………………………………20万円

OJR越美北線・牛ヶ原駅前の駐車

　

場を整備します…………182万円

○市営・地方バスの沿線区に対して

　

利用促進の補助をします…86万円

○洞雲寺橋の改良を行います………

　

………………………1億2，000万円

○一般廃棄物処理施設の基本計画策

　

定・環境アセスメント，介護保険

　

認定事業などを広域行政で推進し

　

ます……………………8，042万円

○中部縦貫自動車道の建設促進対策

　

を充実します…………1，183万円

○森をテーマに第2回越前大野感性

　

はがき展を実施します…300万円

○当市で平成12年3月に「NHKの

　

ど自慢」を開催します…400万円

○平成12年の恐竜エキスポ開催に備

　

え、県や市の実行委員会で事業を

　

展開し機運を盛り上げます………

　

……………………………310万円

⊃当市で11月に、友好市町交流会を

　

開催します………………225万円

昨年度の感性はがき展の審査風景

その他の主な事業
○市民懇話会などを柱に、平成13～

　

22年度を目標とした第4次大野市

　

総合計画を策定します…585万円

○行政の情報化を継続して推進しま

　

す…………………………586万円

○納税貯蓄組合への奨励金の交付率

　

見直しなどを行います……………

　

…………………………2，379万円

○工事監査を専門の外部機関に委託

　

し、監査機能の充実強化を図りま

　

す……………………………16万円



救
急
医
療
と
高
齢
化
社
会
に

　
　
　
　
　

対
応
し
た
施
設
整
備
を

今
後
の
地
域
医
療
の
方
針

　

当
市
の
医
療
体
制
の
在
り
方
や
総
合
病
院
建
設
の
可
能

性
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
大
野
市
地
域
医
療
協
議
会
か
ら

二
月
二
十
二
日
、
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
具
申
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
報
告
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど
市

の
地
域
医
療
体
制
の
今
後
の
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

長
年
の
懸
案
を
協
議

　

大
野
巾
地
域
医
療
協
議
会
は
、

当
市
に
お
け
る
地
域
医
療
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

巾
長
に
助
一
心
‥
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
広
く
市
民
の
声
を

反
映
す
る
た
め
の
公
募
委
員
を
含

め
、
医
療
関
係
者
な
ど
ト
五
人
で

構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
調

査
・
研
究
、
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

巾
は
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
る
総
八
日
病
院
の
建
設
問

題
を
最
重
要
課
題
と
し
て
位

置
付
け
、
地
域
医
療
の
充
実

や
望
ま
し
い
方
向
を
見
い
だ

す
た
め
、
平
成
八
年
度
に
当

市
の
地
域
医
療
施
設
に
関
す

る
基
礎
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

基
礎
調
査
の
中
で
は
、
地

域
医
療
施
設
整
備
と
し
て
巾

立
病
院
建
設
の
事
例
考
察
な
ど
も

行
わ
れ
、
結
果
は
当
紙
（
平
成
9

年
8
月
号
）
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
市
が
行
っ
た
基

礎
調
査
や
最
近
の
医
療
環
境
の
変

化
な
ど
を
総
〈
［
的
に
検
討
し
、
総

〈
日
病
院
の
建
設
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

総
合
病
院
の
建
設
断
念

　

巾
で
は
こ
の
報
告
を
受
け
て
、

内
部
で
検
討
を
加
え
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、

・
国
の
公
立
医
療
施
設
の
再
編
・

　

統
〈
日
化
や
広
域
化
、
医
療
保
険

　

制
度
の
改
革
ま
な
ど
に
よ
り
、
病

　

院
運
営
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す

　

と
予
想
さ
れ
る

・
医
師
や
看
護
婦
な
ど
医
療
ス
タ

　

ッ
フ
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難

　

で
あ
る

・
県
の
保
健
医
療
計
画
で
許
可
さ

　

れ
る
病
床
数
は
少
な
い

・
建
設
や
運
営
に
は
多
額
の
経
費

　

が
必
要
で
あ
る

　

な
ど
を
総
〈
口
的
に
考
え
、
総
〈
口

病
院
の
建
設
は
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
方
向

　

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
地
域
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
七
や
急
病
に
対
す

る
不
安
の
解
消
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
医
療
対
策
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
巾
で
は
、
既
作

医
療
機
関
の
有
効
活
川
や
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
次

の
ご
一
点
を
基
本
と
し
て
、
保

健
・
福
祉
と
。
体
と
な
っ
た

医
療
体
制
の
整
備
と
充
実
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
●
救
急
医
療
体
制
の
充
実

①
救
急
医
療
の
拠
点
と
し

　

て
、
休
日
急
患
診
療
所

　

の
機
能
充
実
を
図
る

●
現
在
の
内
科
、
外
科
の
診

　

療
科
目
に
小
児
科
を
加

　

え
、
常
勤
医
師
の
確
保

　

に
努
め
る

・
日
曜
日
と
祝
日
の
夜
間
、

　

午
後
九
時
以
降
の
診
療
時
間
の

　

延
長
を
図
る

・
救
急
医
療
に
対
応
で
き
る
医
療

　

施
設
と
機
器
を
整
備
す
る

②
患
者
の
搬
送
に
適
し
た
高
規
格

　

救
急
車
両
の
配
備
、
救
急
救
命

　

士
の
増
員
な
ど
搬
送
体
制
を
強

　

化
す
る

●
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
医
療

福
祉
施
設
の
充
実

①
介
護
保
険
制
度
導
入
に
伴
う
需

　

要
量
を
見
極
め
な
が
ら
、
デ
イ

　

サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ
ア
、
シ
ョ

　

ー
ト
ス
テ
イ
、
在
宅
介
護
支
援

　

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
も
っ

　

た
市
立
老
人
保
健
施
設
を
建
設

　

す
る

②
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
的

　

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
総

　

〈
［
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
整
備

　

す
る

●
初
期
医
療
の
充
実
や
福
井
社
会

保
険
病
院
と
の
連
携
強
化

①
介
護
保
険
制
度
の
導
入
で
、
か

　

か
り
つ
け
医
が
重
要
視
さ
れ
る

　

こ
と
も
踏
ま
え
、
市
民
が
安
心

　

し
て
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ

　

る
よ
う
な
支
援
を
図
る

②
奥
越
の
中
核
病
院
と
し
て
位
置

　

付
け
さ
れ
て
い
る
「
福
井
社
会

　

保
険
病
院
（
社
会
保
険
勝
山
病

　

院
の
新
し
い
名
称
）
」
と
の
連

　

携
を
強
化
す
る

③
通
院
者
の
利
便
を
図
る
た
め
、

　

市
内
医
療
機
関
も
含
め
た
交
通

　

手
段
の
確
保
に
努
め
る

　

市
で
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
目

標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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常
見
悦
郎
氏
が
議
長
、

副
議
長
に
岡
田
高
大
氏

　

巾
議
会
議
員
選
挙
後
初
め
て
の

巾
議
会
（
臨
時
会
）
が
し
月
ニ
ト

五
目
に
開
か
れ
、
常
見
悦
郎
氏

（
5
0
歳
・
L
野
）
が
議
長
に
、
岡

田
高
大
氏
（
4
0
歳
・
中
保
）
が
副

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
兄
氏
は
、
平
成
三
年
に
市
議

会
議
員
初
当
選
以
来
、
総
務
・
建

設
各
常
任
委
員
会
委
員
長
、
副
議

長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
三
期
目
で

ｔ
。

　

岡
田
氏
は
、
平
成
七
年
に
淑
議

会
議
員
初
当
選
以
来
、
大
野
・
勝

山
地
区
広
域
行
政
4
4
務
組
〈
［
議

‥
貝
、
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
現
在
。
一
期
目
で
す
。

　

今
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会

や
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
構
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
か
ら

は
、
常
任
委
‥
口
会
数
が
四
つ
か
ら

で
つ
に
改
編
さ
れ
ま
し
た
。

三差S

常見悦郎氏

副議長

岡田高大氏

境環生民 設建経産 教文務総 常
任
委
員
会

○
米
村
輝
．
ド

○
上
富
一
二
男
　

浦
拝
智
洽
　

岡
田
高
人
　

松
井
洽
男
　

坂
元
モ
秋
　

村
西
利
栄

○
牧
野
勇

○
与
島
藤
雄
　

島
目
敏
栄
　

笹
島
彦
洽
　

宇
野
政
市
郎
　

畑
中
皐
男
　

栄
削
夫

○
谷
目
彭
ご
ー

〇
兼
拝
大
　

松
田
信
？
　

高
岡
和
行
　

幾
山
秀
一
　

本
田
章
　

常
見
悦
郎
　

砂
や
三
郎

　
　
　
　
○
砂
．
ド
．
八
郎
　
　
　
　

○
笹
島
彦
洽

・
米
村
輝
，
ぃ
レ

一
本
富
な
　
　
　
　
　松

拝
洽
男

議
会
運
営
委
員
会

○
委
‥
□
長
○
副
委
‥
口
長

エキサイティング

スポーツ

情

……………報

第
3
5
回
越
前
六
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

5
月
2
3
日
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
1

日
時
5
月
2
3
日
面
（
雨
天
決
行
）

　

開
会
式
＝
9
時
1
0
分
ス
タ
ー

　

ト
＝
1
0
時

会
場
巾
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目
【
2
㎞
】
一
般
女
f
3
9
歳

　

以
下
・
一
般
男
女
4
0
歳
以
上
・

　

小
学
親
子
（
1
～
4
年
）
・
小

　

学
男
女
（
5
年
以
上
）
【
3
㎞
】

　

中
学
男
女
【
5
㎞
】
般
男
1
1

　

2
9
歳
以
下
・
一
般
男
子
3
0
歳
代
・

　

。
般
男
子
4
0
歳
以
上
・
一
般
女

　

f
【
1
0
㎞
】
一
般
男
子
3
9
歳
以

　

下
・
一
般
男
子
4
0
歳
以
上
・
。

　

股
女
子
【
ハ
ー
フ
一
一
股
男
女

招
待
選
手
真
木
和
（
ま
き
い
ず

　

み
）
選
胆
（
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
所

　

属
）
＝
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ

　

ッ
ク
女
や
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表

参
加
料
親
子
の
部
＝
1
5
0
0

　

円
、
小
中
学
生
＝
5
0
0
円
、

　

高
校
生
＝
1
0
0
0
円
、
一
般

　

＝
1
よ
I
0
0
円

申
込
締
切
日
4
月
2
1
日
永
（
市

　

内
の
小
中
学
生
・
親
子
の
部
は

　

4
月
2
0
日
火
、
郵
送
は
4
月
2
2

　

日
本
必
着
）

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
参
加

　

料
を
添
え
て
（
郵
送
は
現
金
書

　

留
か
郵
便
小
為
替
に
限
る
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
第

　

3
5
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

　

事
務
局
（
〒
9
1
2
－
8
6
6

　

6
大
野
市
天
神
町
1
－
1
大

　

野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
r
a
g
a
l
）

市
民
大
会
参
加
募
箆

各
競
技
団
休

◆
春
季
市
民
野
球
大
会

日
時
4
月
‐
口
～
5
月
2
日
の

　

毎
週
‐
曜
日
午
前
8
時
3
0
分
～

会
場
貞
名
川
憩
い
の
島

参
加
資
格
連
盟
か
録
チ
ー
ム

参
加
料
I
テ
ー
ム
8
0
0
0
円

申
込
締
切
日
4
月
5
日
叶

申
込
先
参
加
料
を
添
え
て
オ
ザ

　

キ
ス
ポ
ー
ツ
本
店
へ

問
い
合
わ
せ
先
人
野
巾
野
球
速

　

盟
米
沢
秀
人
さ
ん
（
豊
6
5

　

・
［
ｙ
4
一
J
4
］

◆
市
民
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
～
月
2
5
日
‐
午
前
9
時
～

会
場
有
終
会
館

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
4
月
2
1
日
四

申
し
込
み
方
法
電
話
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
協
会

　

松
田
勉
さ
ん
（
酋
6
5
・
2
1
2

　

4
）

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

市
テ
ニ
ス
協
会

期
日
4
月
1
9
日
⑧
～
5
月
1
3
日

　

困
の
月
・
木
・
土
曜
日
午
後
7

　

時
～
9
時
（
計
1
0
回
）

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
初
心
・
初
級
者
2
0
人

参
加
料
2
0
0
0
円

申
込
締
切
日
4
月
1
2
日
⑥

申
し
込
み
方
法
電
話
か
フ
ァ
ク

　

ス
で
申
込
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
テ
ニ
ス
協
会
酒
井
信
二

　

さ
ん
（
酒
井
商
事
春
日
給
油
所

　

内
容
6
6
・
3
2
1
2
フ
ァ
ク
ス

　

5
・
6
1
5
2
J

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
」

市
民
大
会

　

4
月
‐
日
桂
・
1
8
日
皿

全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権
県
予
選
会

　

4
月
2
5
日
川
・
5
月
2
日
往

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先
大
野
市
ソ
フ
ト

　

ボ
ー
ル
協
会
林
幸
雄
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
2
6
3
9
）
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高齢者（万高血圧

正
し
い
管
理
で
寝
た
き
り
予
防

～
平
成
九
・
十
年
度
の
健
康
調
査
か
ら
～

　

市
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
指
導
や
保
健
・
福
祉

対
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
平
成
九
・
十
年
度
に

六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
健
康
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
（
九
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
は
一
部
を
昨
年
の
当
紙
6

月
号
で
報
告
）
。
今
月
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
高
齢

者
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

病
気
の
第
一
位

　

結
果
で
は
、
医
者
に
か
か
っ
て

い
る
人
は
全
体
の
五
六
・
〇
％
で
、

病
名
は
第
一
位
が
高
血
圧
の
ご
ご
二

・
〇
％
で
し
た
。
二
位
は
、
腰
痛

・
関
節
痛
の
三
二
・
六
％
で
す
。

竺
人
に
一
人
は
、
高
血
圧
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
血
圧
は
、

俗
に
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈
黙

の
殺
人
者
）
と
い
わ
れ
、
放
置
し

て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の

誘
因
（
下
図
参
照
）
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
た
き
り
の
原
因
の
第

　

一
位
は
脳
血
管
障
害
で
、
二
五
・

三
％
。
二
位
は
、
腰
痛
・
関
節
痛

で
一
四
・
九
％
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
高
血
圧
の
管
理
を
す
る
こ

と
で
脳
血
管
障
害
を
予
防
し
、
ひ

い
て
は
寝
た
き
り
を
予
防
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

高
血
圧
の
症
状
は
、
頭
痛
や
肩

こ
り
、
め
ま
い
な
ど
で
す
が
、
中

に
は
無
症
状
の
人
も
い
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

高
血
圧
の
人
の
生
活
の
ポ
イ
ン

ト
は
、

・
適
正
な
体
重
を
保
つ

・
適
度
な
運
動
を
行
う

・
薄
味
の
食
生
活

・
心
身
の
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

・
規
則
正
し
い
生
活

・
定
期
的
な
血
圧
の
測
定

測
定
は
安
静
状
態
で

　

血
圧
は
一
日
の
う
ち
で
も
変
化

し
ま
す
。
心
身
共
に
安
静
な
状
態

で
計
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
現

在
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
血
圧
計
や
腕

や
指
で
測
定
す
る
新
式
の
も
の
も

あ
り
、
家
庭
で
測
定
し
て
管
理
を

す
る
こ
と
も
よ
い
こ
と
で
す
。
そ

の
時
に
は
、
健
康
手
帳
の
血
圧
の

記
録
な
ど
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第

一
火
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
一

時
ま
で
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
血
圧
測
定
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

■高血圧からおこりやすい病気

ちょつと気になる栄養の話

　　

「20歳代男性の2人に1人、30歳代男性の

3人に1人が朝食抜き！」。これは、平成9

年度国民栄養調査結果によるもので、若い世

代の食生活習慣の乱れが浮き彫りになってい

ます。

　

朝食を食べることは、寝ている間に下がっ

た体温を上げ、血液の循環を良くする働きが

あります。食べないと脳のエネルギーが不足

し、集中力が低下したり反射神経が鈍るなど

して、午前中の活動をスムーズに行うことが

難しくなります。また、ダイエットのために

朝食を抜いても、体は食事回数が少ない分栄

養を蓄えようとして、逆に体重や体脂肪は増

えてしまいます。

　

炊きたてごはんに熱いおみそ汁、卵や魚、

納豆などの栄養バランスのとれた朝食をしっ

かり食べて、脳のウオーミングアップを始め

ましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65，7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

ヽ
‐
≒

上手な靴選び

～健康と事故防止のために～

　

気
候
が
良
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
歩
い
て
出
掛
け

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
靴
が
合
わ
ず
に
足

が
痛
く
な
っ
た
り
靴
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
、
自
分
の
足
に
合

っ
だ
靴
の
選
び
方
や
靴
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

全
身
の
健
康
に
影
響

　

親
指
が
小
指
の
方
向
に
曲
が
る

外
反
母
趾
（
ぼ
し
）
や
指
の
関
節

が
曲
が
っ
て
し
ま
う
ハ
ン
マ
ー
ト

ゥ
ー
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
合
わ
な

い
靴
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
で
す
。

足
の
状
態
が
悪
い
と
自
然
に
姿
勢

が
悪
く
な
り
、
頭
痛
や
肩
凝
り
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
靴
は
足
だ

け
で
な
く
、
全
身
の
健
康
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

立
つ
た
状
態
で
チ
ェ
ッ
ク

　

足
に
合
う
靴
を
自
分
だ
け
で
チ

ェ
ッ
ク
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
不

可
能
で
す
。
靴
は
両
足
で
立
っ
た

状
態
で
、
目
で
見
て
指
で
触
っ
て

入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
自

分
で
や
ろ
う
と
か
が
ん
で
し
ま
う

と
足
の
大
き
さ
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
最
初
は
店
の
人
や

友
達
な
ど
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

い
、
履
き
心
地
の
良
さ
を
体
に
覚

え
こ
ま
せ
る
と
、
後
は
自
分
で
合

う
靴
を
探
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
で
選
ぶ
と
き
は
、
図
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

④幅がきつくないか、

　

緩くないか

（れ，ド’ツプ・ラインか，

　

；開かないか

⑤甲が圧迫されたり、

／食い込まないか

③つま先が

　

当たらないか

⑥かかとが余らないか、

　

食い込まないか

②かかとの重心は

　

正常か

①アーチラインは合っているか

　

靴
の
中
で
も
ハ
イ
ヒ
ー
ル
は
足

だ
け
で
な
く
腰
に
も
負
担
が
掛
か

り
、
脊
椎
の
異
常
や
腰
痛
を
起
こ

し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
程
度
な
ら
…
」
と
妥
協
せ

ず
に
、
健
康
の
た
め
に
足
に
合
っ

た
靴
を
選
び
ま
し
よ
う
。

靴
が
原
因
の
事
故

靴
が
原
因
で
起
こ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
よ
う
。

①
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
「
滑
り

　

や
す
く
な
い
か
」
「
ヒ
ー
ル
は

　

安
定
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
安

　

全
性
の
視
点
か
ら
靴
を
選
ぶ
習

　

慣
を
身
に
付
け
る

②
靴
底
が
す
り
減
つ
た
ま
ま
の
状

　

態
や
か
か
と
を
踏
ん
だ
ま
ま
で

　

履
か
な
い
・
靴
ひ
も
は
し
つ
か

　

り
結
ぶ

③
皮
膚
の
弱
い
人
が
新
し
い
布
製

　

の
靴
を
履
く
と
き
は
、
一
度
水

　

洗
い
す
る
（
か
ぶ
れ
の
主
な
原

　

因
は
水
溶
性
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

　

ヒ
ド
で
あ
る
）

ウ
レ
タ
ン
底
は
注
意

　

底
が
ウ
レ
タ
ン
性
の
靴
は
、
軽

く
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
り
摩
擦

に
は
強
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
使
用
頻
度
に
関
係
無

く
一
定
期
間
が
経
過
す
る
と
、
靴

底
が
加
水
分
解
（
水
や
空
気
中
の

水
分
に
よ
っ
て
分
解
す
る
反
応
）

を
起
こ
し
て
破
損
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
靴
を
履
い

て
い
る
と
き
に
靴
底
が
壊
れ
、
骨

折
や
捻
挫
な
ど
の
け
が
を
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　

最
近
で
は
、
加
水
分
解
し
に
く

い
も
の
も
あ
る
の
で
、
底
の
材
質

を
確
認
し
た
り
店
の
人
に
聞
く
な

ど
し
て
選
び
ま
し
よ
う
。

顧生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66。1111内線464（1ふ；）



市民②

ペダ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

－－一一

何を買ってもらおうかな

（地域振興券の交付開始）

＜Iるー・39登場 錦クラブ
（エスキーテニス）

　

開
成
中
学
校
の
体
育
館
に
入
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
「
こ
ん
ば
ん
は
」

と
元
気
な
声
。
み
ん
な
、
生
き
牛

き
と
し
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

錦
ク
ラ
ブ
は
、
錦
町
に
住
ん
7

い
た
女
性
が
中
心
に
な
り
、
昭
和

五
十
八
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
現

在
、
女
性
八
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
　

一
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
か
ら
十

六
年
、
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、

私
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

巾
が
開
催
し
た
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス

教
室
を
受
講
し
た
人
や
、
友
達
の

紹
介
で
入
っ
た
人
な
ど
で
活
動
は

ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
卓
球
と

テ
ニ
ス
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
こ
の

競
技
は
、
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
持

っ
た
よ
う
な
人
で
も
、
す
ぐ
に
慣

れ
て
試
合
が
で
き
ま
す
。
手
軽
で

簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で
す
が
、

と
て
も
奥
が
深
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と

思
い
ま
す
。
初
心
者
と
上
級
者
で

試
合
を
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目

的
を
持
っ
て
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
」
と
、
代
表

者
の
大
坪
恵
子
さ
ん
。

　

実
力
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
、
作
弟

は
、
春
の
県
大
会
で
三
位

に
な
り
、
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
今
春
の
県

大
会
は
、
当
市
の
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
で
開
催
。
地
元

で
の
開
催
な
の
で
、
昨
年

に
続
き
今
年
も
三
位
以
内

に
入
賞
し
、
全
国
大
会
出

場
が
現
在
の
目
標
。

　
　

「
大
き
い
目
標
も
あ
り

ま
す
が
、
楽
し
い
か
ら
続

い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
み

ん
な
楽
し
く
て
、
練
習
を

休
む
人
も
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ブ
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

心
も
体
も
若
返
り
ま
し
た

ね
」
。
一
人
の
言
葉
に
、
メ
ン
バ

ー
み
ん
な
が
う
な
ず
い
て
い
ま
し

た
。

　

幅
広
い
年
齢
で
楽
し
め
、
若
い

人
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

山
村
し
ず
か
さ
ん
（
豊
6
6
・
4
0

8
7
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt！

『
昼
寝
の
す
す
め
』

　

だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
「
春
眠
暁
（
あ
か
つ
き
）

を
覚
え
ず
」
の
言
葉
ど
お
り
朝
も

昼
も
眠
気
が
や
っ
て
き
ま
す
。
一

日
中
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
り
た
い
の
は

私
だ
け
？
気
持
の
持
ち
方
一
つ
で

眠
気
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ
る
、
と

い
う
あ
な
た
は
え
ら
い
！
で
も
、

た
ま
に
は
昼
寝
で
ゆ
と
り
と
気
分

転
換
を
、
と
い
う
こ
と
で
こ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
「
食
べ
る
」
「
お

酒
一
に
続
き
、
今
回
か
ら
は
「
眠

り
」
が
テ
ー
マ

で
す
。

　

以
前
に
中
国

へ
行
っ
た
と
き
、

市
内
観
光
で
午

後
一
一
時
か
ら
四

時
は
休
息
の
時

間
だ
か
ら
と
ホ

テ
ル
へ
戻
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
本
に
も
あ
る
よ
う
に
、
外
国

に
は
同
じ
よ
う
な
習
慣
を
持
つ
と

こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
日
本
や
北
ア
メ
リ
カ
、
北
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
昼
寝
の
イ
メ
ー
ジ

は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
勉
な
国

柄
や
、
文
化
の
違
い
が
表
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

昼
寝
は
、
体
に
と
っ
て
本
当
に

必
要
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

昼
寝
の
後
、
ど
う
し
て
そ
う
快
に

な
る
と
き
と
不
快
に
な
る
と
き
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
本
で
は
、
一
日
の
生
活
に

お
け
る
睡
眠
の
大
切
さ
と
昼
寝
の

効
用
を
述
べ
て
い
ま
す
。
休
息
が

必
要
な
と
き
に
は
、
大
脳
を
眠
ら

せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ゆ
と
り

あ
る
社
会
で
あ
れ
ば
、
・
昼
寝
も
重

要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
い

つ
か
昼
寝
の
文
化
が
や
っ
て
く
る

こ
と
を
、
著
者
は
期
待
し
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

『尽宿のすすめ1

井上昌次郎監修家の光協会



電子メールで市民提案E-mailyamabiko@mitene.or.jp

W鴎珍

恐
竜
エ
キ
ス
ポ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
参
加

山
内
誠
さ
ん
（
I
ト
ミ
成
桜
塚
町
）

　

山
内
さ
ん
は
、
来
年
夏
に
勝
山

市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
「
恐
竜

エ
キ
ス
ポ
ふ
く
い
2
0
0
0
」
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
と
し
て
、
P
R

活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

。
月
三
十
一
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
の
メ
ン
バ
ー
を
決
め
る
審
査
会

が
、
市
外
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
に
山
内
さ
ん
を
含
む
五
人

の
隊
員
が
選
ば
れ
、
三
月
八
日
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
友
人
が
募
集
を
見
て
、
勝
手

に
応
募
し
た
ん
で
す
。
自
分
か
ら

進
ん
で
出
る
性
格
で
は
な
い
の
で

す
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
経
験
だ
と

思
い
審
査
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

四
ト
九
人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
大
野
市
か
ら
は
僕
だ
け
で
し

た
。
一
次
審
査
は
五
人
一
組
で
の

面
接
、
二
次
審
査
は
百
人
ぐ
ら
い

集
ま
っ
た
大
の
前
で
の
自
己
P
R

で
し
た
。
あ
ま
り
人
見
知
り
し
な

い
方
な
の
で
、
照
れ
ず
に
話
せ
た

の
が
良
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

選
ば
れ
た
隊
員
五
人
の
う
ち
男
性

は
、
僕
と
丸
岡
町
の
矢
田
君
の
二

人
で
し
た
。
男
性
の
中
で
僕
た
ち

二
人
だ
け
が
、
髪
を
逆
立
て
て
い

た
の
で
目
立
っ
た
み
た
い
で
す
。

　

筑
宮
咀
み
た
い
な
頭
で
印
象
が
良

か
っ
た
よ
と
後
か
ら
聞
き
ま
し

た
」
と
、
笑
う
山
内
さ
ん
。
と
て

も
さ
わ
や
か
な
そ
の
笑
顔
も
良
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

「
こ
れ
か
ら
エ
キ
ス
ポ
終
了
ま

で
の
活
動
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
と
接
す
る
こ

と
が
刺
激
に
な
る
と
思
う
し
、
友

だ
ち
も
つ
く
り
た
い
で
す
ね
」
と

は
に
か
む
山
内
さ
ん
で
し
た
。

私1，ベr＼こ，そ

テ
レ
ビ
番
組
で
大
野
を
P
R
し
て
は

Q

　

巾
を
は
じ
め
各
関

係
機
関
や
団
体
で
は
、

当
市
発
展
の
た
め
、

日
夜
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
て
、
巾

の
「
ま
ち
な
か
」
を
訪
れ
る
観
光

客
の
人
数
が
、
順
調
に
増
え
て
い

る
と
聞
き
喜
ん
で
い
ま
す
。
さ
て

私
の
提
案
で
す
が
、
も
っ
と
当
市

を
全
国
に
P
R
す
る
た
め
に
、
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
地
域

を
全
国
に
紹
介
し
て
い
る
テ
レ
ビ

番
組
（
例
え
ば
「
の
と
自
慢
」
の

よ
う
な
番
組
）
を
、
大
野
市
で
開

催
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ

ビ
に
福
井
県
大
野
市
と
紹
介
さ
れ

れ
ば
、
良
い
P
R
に
な
り
、
当
市

出
身
の
人
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。
（
市
内
主
婦
）

A

　

当
市
の
知
名
度
と

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

4
1
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
城
下
町

大
野
を
巡
る
ま
ち
な
か
観
光
ル
ー

ト
や
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
郊
外
施

設
の
整
備
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
観

光
資
源
や
大
野
の
特
産
物
を
紹
介

す
る
た
め
、
関
西
、
中
京
方
面
へ

の
P
R
活
動
や
各
地
で
開
催
さ
れ

る
物
産
展
へ
の
参
加
。
全
国
の
大

野
さ
ん
を
支
店
主
に
委
嘱
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
元
で
大
野
を
紹
介
し

て
も
ら
う
平
成
大
野
屋
推
進
事
業

も
当
巾
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
提
案
の
テ
レ
ビ
番
組

の
開
催
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

最
近
放
送
さ
れ
た
「
ズ
ー
ム
イ
ン

朝
」
や
「
走
れ
ガ
リ
バ
ー
君
」
な

ど
の
民
放
番
組
に
当
市
が
登
場
し
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
N

H
K
の
「
の
ど
自
慢
」
は
、
昭
和

四
十
九
年
に
市
制
二
十
周
年
を
記

念
し
て
当
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
有
終
会
館
で

来
年
（
平
成
十
二
年
）
三
月
、
当

市
で
二
回
目
の
開
催
と
な
る
「
の

ど
自
慢
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
し
て
行
う
事

業
で
、
こ
れ
か
ら
細
か
い
調
整
が

行
わ
れ
ま
す
。
時
間
や
出
場
者
、

入
場
者
の
募
集
な
ど
詳
し
い
内
容

は
、
広
報
お
お
の
な
ど
を
通
し
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
総
合
政
策
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
を
再
発
見

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・
大
野

　

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
「
歴
史
セ

ミ
ナ
ー
・
大
野
」
で
は
、
本
年
度

「
幕
末
の
大
野
藩
の
活
躍
」
を
テ

ー
マ
に
、
明
石
城
や
緒
方
洪
庵
旧

宅
を
見
る
一
泊
研
修
、
五
郎
と
五

郎
丸
の
史
跡
探
訪
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

日
時
4
月
～
1
2
月
の
毎
月
第
2

　

月
曜
日
午
後
7
時
～
午
後
9
時

　

（
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
）

場
所
大
野
公
民
館

年
会
費
3
0
0
0
円
（
研
修
・

　

探
訪
費
用
な
ど
は
実
費
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
稲

　

葉
良
雄
さ
ん
（
泉
町
1
2
－
3
5

　

酋
6
6
・
0
6
9
5
）

敦賀港開港100周年記念事業

つるが・きらめき

みなと博21
n抑r即間

陥aJ，
l会増

敦賀港金ヶ崎緑地
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隔強要‰7Uj

展示aいろいろ

　

2月下句から3月にかけ、3つの会場で展示会が

行われました。会場が近く、展示期間も重なってい

たことから、多くの人が訪れていました。

蒜戻1胴羅罰照門 回司巫画展「iお雛（・ひな）こ－1まさまglF太郎」－丿顎丿惣

3庭幽節産栗心化展示館で開催

どう考える？水とごみ問題
若者が環境懇談会で議論

　

地下水や廃棄物などの環境問題を話し合う「環境

懇談会」が3月5日、巾役所で開かれました。20歳

から30歳代の若者が参加し、「ダイオキシン情報を

分かりやすくしてほしい」、「水はお金という意識が

必要」など活発な意見が交わされました。

夜遅くf気鴫ヽ？意茸窯耀

函疆昭二同源薪7砺厠】

開催に向けカウントダウン

エキスポ500日前イベント

　

来年、7月20日から6旺1間開催される「恐竜工キ

スポふくい2000」の500日前イベントが3月

8日、市役所ロビーで行われました。園児や関係者

ら80人が参加。残日計が動きだし、にぎやかに区切

りの日を祝いました。

話循回底酒秘書広報課広報広聴係豊66’1111



話詰回也酒
ゲームで日中親ぼく

春節のつどい開催

　

市内の企業で技術習得を行ってい

る中国人実習生だちと市民で、中国

の正月・春節を祝う「春節のっとい」

が2月28日、有終会館で開催されま

した。ラムネ飲みリレー、風船膨ら

ませ競争などのゲームや懇親会で交

流を深めました。

出来栄えを披露

新酒の利き酒会

　

人野巾農協会館で3月4［］、新酒

利き酒会が開かれ、奥越の酒造メー

カー5社が新酒の出来栄えを披露し

ました。金沢国税局の鑑定官らが味、

色、香りなどを審査。「いずれも満

足いく出来に仕ヒかっている」と合

格点を出していました。

無限の可能性大切に

スポ少指導者が研修会

　

有終会館で3月4日、日本スポー

ツ少年団本部常任委員で山梨大学の

植屋清見教授を講師に招き、スポー

ツ少年団指導者の研修会が開かれま

した。参加した指導者らは、少年期

にスポーツをすることの意義や望ま

しい指導などについて、真剣に学ん

でいました。

スキーで友達づくり

冬の山の子・海の子交流

　

越前町の四ヶ浦小と有終西小の「冬の交歓会」が2月21

日、六呂師高原スキー場で開かれました。山の子・海の子

交流として、夏は越前町で海水浴、冬は大野でスキーを行

い今回で13年目。会場では、お互い助け合いながら交流を

深めていました。

iktに仲良ぐ4海亡。はいポーズ

吊り沁？と，白Jフ斤ンの違て，さは…

おいしく飲みましょう

料理と楽しむワイン教室

　

勤労青少年ホームで3月7日、ワインの基礎知識を身に

付け、料理と一緒に楽しむ「ワインとワインに合う料理教

室」が開かれました。講師の近藤伸彦さんが、ワインの種

頃による作り方の違いやワインに合う料理などを分かりや

すく説明。参加した人たちは熱心に聞いていました。

身祈，な話胴，をお知らせください。



お
知
ら
せ

4月

市
役
所
周
辺
で
総
合
訓
練

サ
イ
レ
ン
が
2
回
鳴
り
ま
す

大
野
地
区
消
防
本
部

　

4
月
8
日
収
は
、
肖
巾
の
大
火

記
念
日
で
す
。

　

人
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
日
を
記
念
し
て
、
巾
役
所
庁
舎

の
周
辺
で
存
季
消
防
総
合
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

当
日
、
午
前
8
時
5
0
分
に
亀
山

の
サ
イ
レ
ン
が
2
回
鳴
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
前
の
駐
車
場
に

は
、
前
日
（
4
月
7
日
）
の
夜
か

ら
午
前
9
時
3
0
分
ま
で
駐
車
し
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
で

市
役
所
市
民
課

口
座
振
替
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

が
ま
成
H
年
5
月
か
ら
再
振
替
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

預
金
口
座
の
残
高
不
足
な
ど
で

振
り
替
え
で
き
な
か
っ
た
場
〈
口
、

そ
の
翌
月
に
翌
月
分
と
合
わ
せ
て

振
り
替
え
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
、
振
り
替
え
で
き
な
か

っ
た
保
険
料
を
金
融
機
関
で
支
払

わ
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

　

便
利
に
な
る
口
座
振
替
。
利
用

し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
口
座
振
替
に
し
て
は
。

4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　

4
月
か
ら
の
保
険
料
は
こ
れ
ま

で
と
同
じ
額
で
す
。

月額 13，300円

付加加入 13，700円

1年分前納 155．750円

付加加入 160，430円

半年分前納 78．920円

付加加入 81，290円

　

前
納
の
納
付
期
限
は
4
月
3
0
日

で
す
。
前
納
の
場
〈
［
年
5
・
5
％

の
利
率
で
割
り
引
か
れ
ま
す
。

保
険
料
前
納
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

平
成
‐
年
度
の
保
険
料
を
1
年

分
前
納
す
る
と
、
抽
選
で
中
部
。

近
畿
各
府
県
の
国
民
年
金
福
祉
施

設
の
宿
泊
補
助
券
ま
た
は
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。
締
め

切
り
は
、
5
月
引
目
㈲
当
日
消
印

有
効
で
す
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳

し
い
内
容
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
案
内
通
知
皿
‥
と
。
緒
に
配

付
さ
わ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

し問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
巾
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
・
a
5
）

4
月
1
日
か
ら
U
P

　

老
人
保
健
の
I
部
負
担
金

市
役
所
市
民
課

　

4
月
1
日
か
ら
老
人
保
健
法
が

改
定
さ
れ
、
高
齢
者
が
医
療
機
関

で
支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金

が
引
き
L
げ
ら
れ
ま
す
。

通
院
の
場
合
（
1
日
）

　

［
D
0
0
円
↓
［
－
C
C
O
O
円

　

同
じ
医
療
機
関
で
1
ヵ
月
4
回

ま
で
の
負
担
と
な
り
ま
す

入
院
の
場
合
（
1
日
）

　

1
1
0
0
円
↓
1
2
0
0
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福

祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

I
目
に
つ
き
5
0
0
円
に
減
額
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
1
ヵ
月
の
負
担
額

の
上
限
が
3
万
5
4
0
0
円
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
巾
民
課

　

国
保
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
8
）

水
質
と
検
便
の
受
付
日
塞
｀

奥
越
保
健
所
大
野
保
健
部

　

4
月
1
日
か
ら
水
質
検
査
と
検

便
検
査
の
受
付
日
が
変
わ
り
ま
す
。

変
更
後
の
受
付
日
毎
週
火
曜
日

　
　

（
た
だ
し
、
当
日
ま
た
は
翌
日

　
　

が
祝
日
の
場
合
は
除
く
）

受
付
時
間
午
前
9
時
～
1
1
時

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
問
い
〈
口
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
保
健
所
大

　

野
保
健
部
（
酋
6
6
・
2
0
7
6
）

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
よ
う

労
働
保
険
の
申
告
と
納
付

県
雇
用
保
険
課

　

労
働
保
険
料
申
告
の
「
集
合
受

付
会
場
」
を
設
置
し
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
受
付
会
場
4
月
2
1
日
④
＝

　

奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

　

タ
ー
▼
4
月
2
2
日
車
・
2
3
日
②

　

＝
有
終
会
館
い
ず
れ
も
午
前

　

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

※
受
け
付
け
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

（
公
共
職
業
安
定
所
）
と
県
雇

　

用
保
険
課
で
も
常
時
行
っ
て
い

　

ま
す

申
告
・
納
付
期
限
5
月
2
0
日
米

問
い
合
わ
せ
先
県
商
工
労
働
部

　

雇
用
保
険
課
（
a
0
7
7
6
・

　

2
0
・
0
3
9
5
）
ま
た
は
福
井

　

労
働
基
準
局
（
a
0
7
7
6
・

　

2
2
・
2
6
5
6
）

交通
安全

聶
び

新
入
園
・
入
学
の
子
供
を

　
　
　

事
故
か
ら
守
ろ
う

　

四
月
は
、
新
人
園
や
新
人
学

し
た
子
供
た
ち
の
交
通
事
故
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
を

交
通
事
故
の
危
険
か
ら
守
る
た

め
、
保
護
者
は
適
切
な
指
導
と

保
護
、
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
は

や
さ
し
い
運
転
を
心
掛
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

－
、
学
習
と
模
範
行
動

　

子
供
た
ち
に
適
切
な
交
通
安

全
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
、
普

段
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
理

解
し
、
常
に
子
供
の
手
本
と
な

る
よ
う
行
動
す
る
。

二
、
通
学
路
の
点
検
と
指
導

　

通
学
路
な
ど
の
危
険
個
所
を

点
検
●
把
握
し
、
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
指
導
す
る
。

三
、
繰
り
返
し
の
安
全
指
導

　
　

「
飛
び
出
し
」
や
「
車
の
直

前
直
後
横
断
」
な
ど
、
危
険
な

行
動
を
し
な
い
よ
う
に
繰
り
返

し
指
導
す
る
。
ま
た
、
安
全
な

横
断
方
法
や
歩
行
者
の
心
得
を

理
解
で
き
る
ま
で
指
導
す
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
子
供
を
見

か
け
た
ら
、
飛
び
出
し
を
警
戒

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
に
も
目

を
向
け
、
ほ
か
の
子
供
の
行
動

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
横
断
歩
道
に
接
近
し

た
と
き
に
は
、
青
信
号
で
も
必

ず
減
速
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
よ
う
。
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◆
柔
道
教
室

日
時
・
場
所
毎
迦
川
曜
‐
（
エ

　

キ
サ
イ
ト
広
場
）
・
毎
週
上
曜

　

‐
（
H
＆
G
海
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ン
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午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

対
象
者
市
内
小
中
学
生

受
講
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月
額
2
0
0
0
円

◆
剣
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教
室

日
時
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所
毎
迦
火
曜
日
と
金

　

曜
日
（
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
）
・

　

毎
週
木
曜
日
（
B
＆
G
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
）
＝
午
後
7
時
～
8
時
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0
分

対
象
者
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中
学
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講
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先
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海
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団
体
県
政
バ
ス
教
室
「

参
加
団
体
を
募
集

県
民
相
談
室

　

県
政
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
バ
ス
で
県

民
を
県
の
施
設
な
ど
に
案
内
す
る

団
体
県
政
バ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
方
法
決
め
ら
れ
た
県
関
係

　

の
施
設
を
2
ヵ
所
以
L
組
み
入

　

れ
、
団
体
が
希
望
す
る
見
学
コ

　

ー
ス
・
日
時
・
出
発
地
で
実
施

対
象
。
般
団
体
と
ｕ
‐
年
団
体
（
1
8

　

歳
以
上
3
0
歳
未
満
）
で
4
0
人
程

　

度
の
参
加
者
を
得
ら
れ
る
団
体

　
　

（
青
年
団
体
は
2
5
入
程
度
の
団

　

体
も
可
能
）
、
1
6
歳
未
満
は
保

　

護
者
同
伴

募
集
団
体
数
．
般
団
体
＝
2
3
団

　

体
、
七
日
年
団
体
＝
2
団
体

実
施
期
間
5
月
～
7
月

募
集
期
間
4
月
1
5
日
れ
ま
で

申
し
込
み
方
法
往
復
は
が
き
か

　

フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
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0
－
8
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0
福
拝
巾

　

大
手
3
1
ロ
ー
ー
福
井
県
総

　

務
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報
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・
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西
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市
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（
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・
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）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

自
衛
隊
P
R
オ
フ
ィ
ス

防
衛
庁
で
は
、
平
成
‐
年
度
の

自
衛
隊
一
般
・
技
術
の
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
目
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

　

一
般
幹
部
候
補
生
、
海
・
空
自
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飛
行
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、
海
L
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応
募
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2
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4
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1
日

　

現
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2
2
歳
以
ヒ
2
6
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未
満
で
、

　

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

　

る
人
（
大
学
院
修
L
課
程
を
修

　

。
j
、
ま
た
は
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了
見
込
み
の
人

　

は
2
8
歳
未
満
）

受
付
期
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4
月
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日
I
～
5
月

　

1
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令

試
験
日
第
1
次
試
験
＝
5
月
2
9

　

日
I
・
3
0
日
川
・

　

第
2
次
試
験
、
第
3
次
試
験
や
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格
発
表
な
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詳
し
く
は
、
問
い
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せ
先
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で
。
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先
自
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警
察
官
か
ら
剣
道
指
導

北
部
剣
道
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ー
ツ
少
年
団

　

剣
道
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の

優
し
さ
と
我
慢
強
い
心
、
体
を
つ

く
り
ま
し
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う
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目
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働
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労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
一

部
を
除
き
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

改
正
の
主
な
内
容

◆
労
働
契
約
の
期
間
上
限
延
長
、

　

条
件
明
示
項
目
の
追
加

◆
退
職
時
証
明
項
目
の
追
加

◆
変
形
労
働
時
間
の
要
件
を
変
更

◆
長
期
間
時
間
外
労
働
を
抑
制

◆
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
の

　

引
き
上
げ

◆
法
令
な
ど
の
周
知
方
法
の
追
加

　

詳
し
い
内
容
や
資
料
の
請
求
は

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
大
野
労
働
基
準
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署
（
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・
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）
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4月3日ぼ）～18日（白）

第21回大野さくらまつり

会場亀山公園・義景公園・有終公園

期間中の行事

◆お祭り広場（会場：有終公園）

　　

10日十ii－：午～午後5時

　　

日日］下午前10時～午後4時

　

お花見そば・お花見弁当・福まき・花の苗木販売

　

フリーマーケット・踊り・太鼓・歌謡ショー（10「D

　

パフォーマンスショー（日日）

　

そば早食い競争（日日）

　　

（都合で、内容が変更になる場合もあります）

　

◆モデル撮影会（会場：亀山公園）

　　　

18日。目午前10時30分～午後3時

※フリーマーケットの出店1’？を収集しています

問い合わせ先

　　

人野市観光協会豊65・f）521

第14．海の祭典ふくぃ

フ
月
2
0
日
～
8
月
1
日
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曾
祖
父
の
代
か
ら
受
け
継
ぐ
た
ん
す

＜
’
＿
＞
－
－
C
O
H
’
し
大
輪
浩
治
さ
ん
（
大
和
町
）

　

大
和
町
の
大
輪
浩
治
さ
ん
（
六
ｔ
五
歳
）

の
宝
は
、
曾
祖
父
の
代
か
ら
利
用
し
て
い
る

た
ん
す
で
す
。
高
さ
が
約
一
・
五
大
、
横
幅

と
奥
行
き
が
約
ニ
ヅ
と
〇
・
五
宍
の
大
き
さ

で
、
下
に
は
車
輪
が
あ
り
ま
す
。
引
き
出
し

と
引
き
出
し
を
隠
す
よ
う
に
付
い
て
い
る
前

板
な
ど
、
全
部
で
十
六
ヵ
所
に
か
ぎ
穴
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ぎ
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
こ
の
た
ん
す
は
お
殿
様
が
金
庫
代
わ
り

に
利
用
し
て
い
た
も
の
で
、
明
治
の
初
め
こ

ろ
、
曾
祖
父
の
代
に
お
殿
様
か
ら
譲
り
受
け

た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
四
代
も
前
の

こ
と
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
譲
り
受

け
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
か
物
心

つ
い
た
こ
ろ
に
は
、
家
の
階
段
の
下
に
こ
の

た
ん
す
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
祖
父
や
父

が
時
々
、
大
切
な
書
類
な
ど
を
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
、
昔
を
懐
か

し
む
大
輪
さ
ん
。

　
　

「
昭
和
五
十
五
年
に
家
を
建
て
替
え
た
と

き
、
こ
の
た
ん
す
を
二
階
に
置
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
何
も
入
れ
て
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
掛
け
軸
や
茶
わ
ん
、

大
1
1
な
ど
の
保
管
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
保

存
状
態
が
良
か
っ
た
の
か
古
い
も
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
さ
び
や
傷
が
少
な
く
、
か
ぎ
も

き
ち
ん
と
掛
か
り
ま
す
。
わ
が
家
に
は
ほ
か

に
、
大
正
時
代
か
ら
祖
父
が
利
用
し
て
い
た

竹
製
の
ス
キ
ー
な
ど
も
残
っ
て
い
ま
す
。
祖

父
や
父
が
、
物
を
大
切
に
利
用
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
今
の
時
代
ま
で
残
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
、
こ
の
た
ん

す
を
で
き
る
だ
け
今
の
状
態
で
残
し
て
い
け

る
よ
う
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
大
輪
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
、

た
ん
す
に
手
を
掛
け
ま
し
た
。

市民のうごき

3月1目現在 前月比

世帯数 11．651世帯 △2所帯

人目 40，906K △16人

内訳
男 19，612入 △8人

反 21，294人 △8人

2日中の児動
転入 82人 出生 21人

転出 83人 死亡 36人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
嘔成11年

2月末

嘔成10年

2月末
比較

総件数 目7件 95件 22件

人
身

事
故

件数 29件 28件 1件

死者 O入 O人 O人

傷者 35人 38人 △3人

物損事故 88件 67件 21件

表
紙
の
こ
と
ば

　

市
内
の
公
立
保
育
所
で
三
月

十
日
、
「
一
日
入
園
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
早
く
保
育
園
生
活

に
慣
れ
て
も
ら
う
た
め
に
と
毎

年
開
催
。
こ
の
日
、
春
日
保
育

園
に
は
二
十
三
人
の
子
供
が
参

加
。
遊
ん
で
い
る
先
輩
園
児
の

姿
を
見
て
、
自
分
か
ら
仲
間
に

加
わ
る
積
極
的
な
子
も
。
楽
し

そ
う
な
笑
顔
に
春
を
予
感
。

編
集
後
記

　

別
れ
と
出
会
い
。
三
月
が
別

れ
の
月
だ
と
す
る
と
、
四
月
は

出
会
い
の
月
。
学
校
で
、
職
場

で
初
々
し
い
新
人
さ
ん
の
姿
を

見
か
け
ま
す
。
去
年
の
新
人
さ

ん
は
先
輩
と
な
り
、
教
え
る
立

場
に
。
私
も
広
報
担
当
二
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て

気
づ
く
先
輩
の
苦
し
み
。
心
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
。
（
横
）

月弐見1弓・

　
　

「
サ
イ
タ
サ
イ
タ

サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」

は
今
昔
の
感
が
あ
る
が
、

か
っ
て
国
定
教
科
書
小

学
一
年
国
語
の
冒
頭
文

だ
っ
た
。
だ
れ
も
が
口

す
さ
み
知
っ
て
い
た
。
今
は
教
科
書
地
域
採
択

で
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
も
り
の
な
か
」
で

あ
る
。
桜
と
入
学
式
・
お
花
見
・
桜
前
線
と
、

日
本
人
の
春
は
桜
に
格
別
の
感
情
を
抱
い
て
い

る
▼
桜
を
辞
書
で
ひ
も
と
く
と
「
バ
ラ
科
の
落

葉
高
木
。
春
に
白
・
桜
色
の
美
し
い
花
が
咲
く
、

品
種
が
多
い
、
日
本
の
国
花
」
（
小
学
館
）
と

あ
り
、
桜
貝
・
桜
紙
・
桜
鯛
・
桜
餅
と
続
く
▼

学
校
や
公
園
の
桜
の
多
く
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

で
こ
の
花
は
私
た
ち
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
。

お
花
見
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
下
で
が
ほ
と
ん
ど

と
か
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
巣
鴨
の
染
井
の
植
木

屋
が
養
成
し
た
も
の
だ
と
か
。
韓
国
済
州
島
に

自
生
し
て
い
た
も
の
が
日
本
に
渡
っ
て
き
た
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
花
の
全
盛
期
は
樹
齢

二
、
三
十
年
の
こ
ろ
で
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
に
比
べ
る
と
樹
の
寿
命
は
短
い
そ
う

だ
▼
奈
良
は
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、
京
都
は
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
都
と
か
。
大
野
の
里
は
何
ザ
ク
ラ
が
多
い

の
だ
ろ
う
か
。
大
野
に
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
桜

の
名
所
が
あ
る
。
品
種
が
多
い
花
だ
け
に
一
つ

ひ
と
つ
丹
念
に
見
て
歩
く
と
こ
ん
な
所
に
こ
ん

な
桜
が
と
、
思
い
が
け
な
い
発
見
を
す
る
。
亀

山
を
散
策
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
種
の
桜
に
出
会

え
る
。
花
よ
り
だ
ん
ご
と
ご
み
の
出
る
花
見
も

楽
し
い
が
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
や
カ
メ
ラ
を
片

手
に
サ
ク
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
み
る
の
も

一
興
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。
（
Y
）

　

く
さ
ま
く
ら

　

ま
こ
と
の
花
（
華
）
見
し
て
も
来
よ
（
芭
蕉
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
酋
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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